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ナビゲーション
Webページのレイアウトでは、ページ内のナビゲーションがうまく働いているかどうか
が大変重要です。ナビゲーション部分は、容量も軽くてわかりやすい場所にあり、ユー
ザーがサイト内を自由に動き回るのに役立つを提供しなければなりません。

　ダウンロード速度　

ナビゲーションという言葉には、わかりやすいボタンだけでなくページの読み込み速度
も含まれます。ページの読み込み速度は、主に下記の２つの要素に左右されます。

画像処理
 適切な大きさか。
  →思ったより小さい画像でも用は足りる。
 適切なフォーマットか。
  → GIF、JPEGの選択は正しいか。インデックス処理は十分できているか。
 それ以上に軽い画像にする方法はないか。
  →そのドロップシャドウが本当に必要か。

シンプルな html
 html 作成アプリケーションを使った場合、独特の不要なタグが含まれていないか。
  →特にWordからの書き出しには要注意。
 CSSによる簡略化を心がけているか。
  →ひとつひとつフォントサイズを指定しないですむように。

　視認性　

ナビゲーションのわかりやすさには「視認性」という問題も含まれます。視認性とは、
要するに「見やすさ」のことです。主には後述の要因に左右されます。

フォントサイズ
 なんの指定もしないとOSによって見た目のフォントの大きさは変わってしまう。
  → CSSを使ってピクセル設定をする。

フォントカラー
 背景色と十分なコントラストがあるか。リンクを示す色がわかりやすいか。
  →彩度の高い色は使わない。通常のリンク色はそのままにしておいた
  　ほうがよい。
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フォントフェイス
 画面上では強弱の少ないフォントのほうが読みやすい。
  → CSSでゴシック系の書体を指定する。

色の選択
 彩度の高い色を多く使わないこと。
  →どんな色を選んでも、少しだけ彩度を下げるとアカぬけて見える。

ナビゲーションの工夫

ユーザビリティの観点からは、Webページ上のナビゲーションは複数の手段を用意
したほうが良いとされています。

コメント（これを押すとどこへいくのか？）
 画像を読み込む間、また画像に対応していないブラウザ対しても、
 正しく機能するページを提供するためにコメントをつけること。
  →画像に対してALT属性を加える。

複数の手段（自分がどこにいるのか？）
 パンくずリスト
 シンボルデザイン
 サイトマップ（目指す情報はどこにあるか？）

言葉の選択
webページは「見る時間」にお金がかかるものです。これは印刷物ともっとも遠く
違う点ででしょう。したがってほとんどのユーザーは、アクセスしたページをざっと
見て概要を把握しようとする習慣があります。望む情報にたどり着くまで、細かい文
章を読むことはありません。
 →見出しとコメントが大変重要である。

フレーム
基本的には廃止の方向にあるが、事実上は普及してしまっている。しかしフレームを
採用するには、読み上げソフトでの結果などをふまえ、慎重に決定すべきであ




